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1～4号機サブドレンピットの
水質調査結果について

平成26年5月29日
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１～４号機サブドレンピット配置図
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既設サブドレンピット（過去にピット浄化試験を実施）

既設サブドレンピット

新設サブドレンピット
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１～４号機サブドレンピットの水質調査結果

（単位：Bq/L）

※「-」部分は今後、採水が可能となった段階で水質調査予定。
なお，40ピットの全β，H-3については油分が多く分析不可
のため，今後油分を除去後分析を実施予定。

※「ND」は検出限界値未満を表し、( )内に検出限界値を示す。
※N14ピットのH-3について，全βがNDとなっていることから，

再分析を実施した結果，8,900Bq/L。

：今回追加（採水日）40/51ピット：平成26年4月28日， N14ピット：平成26年5月15日
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考察

■既設サブドレンピットNo.40/51の溜まり水において、低濃度の汚染が確認されているが、
その値はこれまでに公表している既設サブドレンピットの値と比較して、大きな違いは
ない。

■新設サブドレンピットN14の溜まり水において、トリチウム濃度が周辺の既設サブドレン
ピットと比較して高めとなっていることから，引き続き水質を観察していくとともに，
周辺に今後設置予定の新設ピットにおける水質調査結果も踏まえて対応を検討していく。


